
事前予約・定員制での開催となります。受付期間 10月7日（水）～11月5日（木） （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（本人を含め2名まで）
メール・電話でのお申込みも受け付けます。次の必要事項をお知らせください。
①件名に「11月7日ワールドシネマ」  ②参加人数  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④電話番号  ⑤メールアドレス  ⑥住所（③～⑥は参加者全員分）
【申込先】 千里文化財団イベント予約受付  E-mail: yoyaku-event@minpaku.ac.jp  Tel: 06-6877-8894 （9時～16時 土日祝を除く）
定員に満たない場合当日参加を受け付けますが、満席の場合は入場できません。予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の予防のため、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくはホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は10月16日（金）までにお申し込みいただき、その旨をお知らせください。

場所　国立民族学博物館　講堂
定員　112名
　　　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館

第49回上映会

2020年11月7日［土］ 13:30～16:30（開場13:00） Passage of Life
2017年／日本・ミャンマー／98分／日本語・ミャンマー語／日本語字幕付き
監督／藤元明緒
出演／カウン・ミャッ・トゥ　ケイン・ミャッ・トゥ

司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館　超域フィールド科学研究部・准教授）
解説　田村克己 （国立民族学博物館・名誉教授）
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映像から考える＜人類の未来＞

僕の帰る場所
要展示観覧券（一般 580円）

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と受付方法が異なります

申込方法



展示のご案内

特別展 先住民の宝
2020年10月1日（木）～12月15日（火）
観覧料：一般880円　
場所：特別展示館

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館・准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

映像から考える＜人類の未来＞

ⒸE.x.N K.K. 

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会「みん
ぱくワールドシネマ」を開催してきました。今年度も引き続き「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマとし、
故郷を離れて暮らす人びとに焦点を絞った作品を２本、上映いたします。今回の作品は、ある在日ミャンマー
人一家を描いた日本＝ミャンマー合作「僕の帰る場所」です。入国管理局に捕まっている父親、日本での
不安定な生活を心配する母親と、日本の生活様式の中で成長する兄と弟の四人家族の日常生活、そして、
ミャンマーへの帰還をとおして、異なる土地で暮らす移民、難民について考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第49回上映会
2020年11月7日（土）13:30～16:30 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館　講堂
定員　112名
　　　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館　超域フィールド科学研究部・准教授）
解説　田村克己（国立民族学博物館・名誉教授）

映画解説
　祖国を離れて日本での平穏な生活を夢見るも、難民認定制度に翻弄される、ミャンマー人家族の
葛藤の軌跡を見つめる人間ドラマ。東京郊外のアパートで暮らす母ケインは、日本に溶け込む小学生の
兄カウンと甘えん坊の弟の子育てに奮闘しつつ、一向に難民申請の許可が下りない不安や、夫が不法
滞在を理由に入国管理局に連行されるなど心労が重なり、病院に搬送されてしまう。夫を日本に残した
まま、息子ふたりを連れて帰国したケインは、母と兄の家族が暮らす実家で健康を取り戻していくが、
ミャンマー語も話せず文化の違いにとまどうばかりのカウンは、日本に帰りたい思いを募らせ家を飛び出す。
本作で長篇デビューを飾る藤元明緒監督は、実の兄弟とその母親をキャストに迎え、前半は親世代の、
後半は子ども世代の心情を軸に、仲のよい家族間にさえ齟齬が生じる移民を取り巻く複雑な側面を、一家
の目線を尊重するべく誠実かつ細やかに描出。生きる場所や国籍がどこであれ、幸せを願い合える存
在を拠りどころにすれば、心はいつでもひとつになれると、胸に染みわたる普遍的な家族劇に紡ぎ上げ、
東京国際映画祭“アジアの未来部門”ではグランプリなど2冠に輝いた。（映画評論家 服部香穂里）

ミャンマーの明日を考える
　私は、この映画を次の二つの観点から、とても興味深く鑑賞しました。一つは、主人公一家の、日本と
ミャンマーにおける生活の細部や言動の違いです。それが、家族間の軋轢や、カウン少年の苛立ち、
戸惑いなどを生み出すことになりますが、異文化をまたいで生きていくことの難しさを映像をとおして語って
くれます。もう一つは、家族の在り方です。ミャンマーは人と人とのつながりが大切にされますが、それが
最も濃密に表れ展開するのが家族という場です。今ミャンマー社会は、「転換期」にあるといえます。
映画上映会の翌日となる11月8日は、アウンサンスーチーさんの「民主化」政権を問う総選挙です。この
映画は、単に政治だけでなく、社会の在り方を含めたミャンマーの明日を考える機会を与えてくれます。
（田村克己）

要展示観覧券（一般 580円）

E-mail : yoyaku-event@minpaku.ac.jp

僕の帰る場所　 Passage of Life 
2017年／日本・ミャンマー／98分／日本語・ミャンマー語／日本語字幕付き
監督／藤元明緒
出演／カウン・ミャッ・トゥ　ケイン・ミャッ・トゥ


